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Piromidic acidの 臨床 的検討
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Piromidic acid(PA)は お もに グ ラム 陰性桿 菌に作

用 し,消 化管,胆 道,尿 路に高濃度に分布す るので,そ

れ らの臓 器の感 染症 に対す る効果が期待 されてい る。

私 ど もは小 数例 なが ら,本 剤 を尿路,腸 管感 染症 に使

用 したので,そ の成績 を報告す る。

成 績

患 者は急性 腎盂 腎炎4例,慢 性腎盂 腎炎3例,サ ル モ

ネ ラ腸管感染症1例 の計8例 であ る(表1)。

急性腎盂 腎炎 はPA使 用前に菌検索を実施 しなかつた

1例 以外 はすべ て大腸菌感染で,デ ィス ク法 によるNA

の感受性は(〓)で あつた。初診時の症状 はPA使 用後

2～4日 目には消失 し,尿 所見,尿 中大腸菌 も症状 と前

後 して改善 あるいは消失 し,全 例に有効 であつ た。

慢性腎盂 腎炎 の うち,症 例5は 最初尿 中か ら分離 した

KlebsiellaがNAに(〓)の 感受性で あつたのでPA

を使用 していたが,後 日PAの デ ィスクを入手後感受性

試 験を行なつた ところPAに は感受性を認めず,臨 床的

に も無効であつた。症例6のKlebsiellaはNAの 感受

性 が(〓)で,PA使 用が 有効であつた。症例7は11

年 前に子宮頸癌 手術後 の照射療法に よ り神経 因性膀胱 と

な り,約7年 前か ら腎盂 腎炎を反復 してい る患者で,N

Aに(〓)の 感受性を有するE.coli感 染に対 してPA

は最初有効で,尿 中細菌は消失 したが,14日 目以降再び

細菌尿が発現 し,NA感 受性が消失 していた。 本例は

PA使 用中に残尿検査や ク リアランス試験な どで数回尿

道 に カテーテル挿入を行なつているので,再 発は カテー

テル とともにPA耐 性菌が 外部 か ら侵入 した 可能 性が

強 い。

急性腸炎例は高熱 と中等度の腹痛,頻 回な水様性下痢

を主訴 として入院 し,便 の培養に よ りSalmonellaが 検

出された 。PA使 用に よ り諸症状は約1週 間ですべて改

善 し,有 効であつた。

結 語

Piromidic acidを 使 用 した8例 中,急 性腎盂腎炎は

4例 すべ て有効,慢 性腎盂 腎炎は3例 中有効1例,使 用

中の再発1例,無 効1例 であつた。Salmonella腸 管感

染 症の1例 は有効であつた。

1例 にPA服 用後,軽 度の食欲不振 を認 めたが,服 薬

を中止す ることな く続行 しえた。その他の副作用は認め

なかつた。

表1 PAの 臨床成績
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In clinical observations of eight cases treated with piromidic acid satisfactory results were obtained 

in five cases of urinary tract infections, and one of Salmonella enteric infection. Bacteriological recurrence 

was occured in one patient of chronic pyelonephritis during the use of piromidic acid, and no response 

was obtained in the other patient of chronic pyelonephritis. No side effect except anorexia in one case 

was observed.

表1 PAの 臨床成 績(つ づ き)


